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【重要】新型コロナウイルス感染症の発生について（その７） 
 
本件に関し、外務省、文部科学省から通知がありましたので、本学における取扱いを変更 

いたします（主たる変更箇所は下記のとおり。また、変更後の全文は、下記にあります。）。 
 なお、各人におかれましては、引き続き最新情報を入手するとともに、マスクの着用、手 
洗いの励行等に努めてください。 
 また、人の多く集まる場所にむやみに出かけないなど同感染症の拡大防止のために留意 
してください。 

 
記 

   
（主たる変更箇所）   
 １ 外務省が発出している「感染症危険情報」において、韓国、イラン、イタリアの感染 

症危険情報のレベルが引き上げられたことに伴う変更 
 

（変更後の取り扱い全文）   
【海外への渡航（感染症危険レベル）】  
 １ 外務省が発出している「感染症危険情報」において、以下の地域が感染症危険レベ 

ル３（渡航は止めてください（渡航中止勧告））とされていますので、当該地域への渡 
航を禁止します。  

    （中国）  
     ・湖北省全域、浙江省温州市  
    （韓国）  
     ・慶尚北道（慶山市、永川市、安東市、漆谷郡、義城郡、星州郡、軍威郡、清道 

郡）、大邱広域市  
    （イラン）  
     ・コム州、テヘラン州、ギーラーン州  
 
   また、以下の地域が感染症危険レベル２（不要不急の渡航は止めてください。）とさ 

れていますので、不要不急の渡航は止めてください。   



    （中国）      
     ・中国のその他の地域  
    （韓国）  
     ・慶尚北道（慶山市、永川市、安東市、漆谷郡、義城郡、星州郡、軍威郡及び清 

道郡を除く。）  
    （イラン）  
     ・イランのその他の地域  
    （イタリア）  
       ・ロンバルディア州、ヴェネト州、エミリア＝ロマーニャ州  
    
   加えて、インドが未入国の日本人などに事前発給したビザを無効とし、渡航を一時 

停止するとの措置が取られたり、中国の北京市、上海市、タイ国では、日本からの入国 
者に対し、自宅待機や外出制限を求めているなどの報道もありますので、ご留意いた 
だくとともに最新の情報収集に務めてください。  

   
【症状がある場合の取扱い等】  
 ２ 海外からの帰国・入国の有無を問わず、本学すべての役職員・学生が対象  
  （１）発熱等の風邪症状が見られる場合は、kikikanri@jaist.ac.jp に連絡し、その指 

示に従うこと。この場合、毎日、体温を測定し、記録しておくこと。    
  （２）「帰国者・接触者相談センター」への相談  
    ① 以下のいずれかに該当する場合は、「帰国者・接触者相談センター」に相談す 

ること 。  
      ・ 風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が 4 日以上続いている  
       （解熱剤を飲み続けなければならない場合を含む）  
      ・ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合  
        帰国者・接触者相談センター（能美市の場合）  
          南加賀保健福祉センター 電話 0761-22-0796  
    ② 「帰国者・接触者相談センター」に相談の結果、新型コロナウイルスの疑いが 

ある場合は、「帰国者・接触者外来」を紹介されるので、当該医療機関のみを受 
診すること。  

    ③ 受診の際にはマスクの着用、手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際 
に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖を使って、口や鼻を押さえる。）を徹底 
した上で自家用車等を利用すること。  

    ④ 受診後、kikikanri@jaist.ac.jp に受診結果を連絡すること。  
  （３）以下に該当する役職員・学生は、重症化しやすいので、（２）の状況が２日程 

度続く場合には、「帰国者・接触者相談センター」に相談すること。  
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      ・ 高齢者（WHO の定義では、65 歳以上）  
      ・ 糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等)の基礎疾患がある場合や透析を 

受けている場合  
      ・ 免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている場合  
  （４）妊婦においては、念のために、重症化しやすい（３）と同様に、早めに「帰国 

者・接触者相談センター」に相談すること。  
  （５）小児については、現時点では重症化しやすいとの報告はないので、（１）と同様 

の対応を願います。  
 
 ３ 海外在住時の取扱い   
    海外において発熱（３７．５℃以上）や呼吸器症状（せき、痰、呼吸困難などの症 

状）の症状があった役職員・学生は、現地医療機関で受診するとともに、その受診結 
果（診断書があれば、原文及び英語訳したもの）を kikikanri@jaist.ac.jp に連絡す 
ること。   

 
 ４ 海外から日本に帰国・入国する際の取扱い   
  （１）すべての役職員・学生は、海外で滞在した地域、日本への帰国・入国日、帰国・ 

入国時点での健康状態（発熱、呼吸器症状（せき、痰、呼吸困難などの症状)の有 
無、解熱剤又は咳止めの服用の有無）について、kikikanri@jaist.ac.jp に連絡する 
こと。   

  （２）日本に帰国・入国時に発熱（３７．５℃以上）や呼吸器症状（せき、痰、呼吸困 
難などの症状）の症状がある場合には、必ず空港等の検疫官に自己申告を行うと 
ともに、その指示に従うこと。また、（１）の報告にあわせ kikikanri@jaist.ac.jp 
にその旨連絡すること。   
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